
第２回部会 発表概要

資料４-１

１．さまざまな能力を身に付けるための多様な学習スタイル（毛利委員）

２．備前市におけるICT機器の活用状況（備前市教育委員会）

～フューチャールームの実践～

３．これからの「学び」をささえる環境（倉斗委員）

～こどもたちを主体とした学習環境～
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１．さまざまな能力を身に付けるための多様な学習スタイル（毛利委員）

（第２回部会発表資料を基に概要資料を作成）

▸GIGAスクール１人１台環境・・・全学年、全教科でICTを有効に活用

▸１人１台端末・・・一斉授業に見えるが実際はグループだったり個別だったりする

▸図工や総合、理科の実験などダイナミックな学習には、多目的ホールなど活用

▸デジタル教科書日常化している・・・大型提示装置（70インチ以上）必須

▸教室でのＰＣ活用・・・タブレットが利用できる大型天板机

▸大型天板机・・・グループで合わせると、広いテーブルに変身

▸不登校、コロナ不安リモート授業・・・各教員や児童生徒用個室（Wi-Fi必須）

▸空き教室の有効活用

【発表の概要】

●Society5.0時代の世界をリードするチェンジメーカーとして必要な21世紀型スキルを育成する教育（児童生徒主体の問題解決型）を展開

●各教科の内容・活動により最適なICT機器や場所（校庭、体育館も含む）を柔軟に選択

❖これからの教育の学習スタイル・環境
１年生活科（校庭） ２年外国語活動（図書室）

３年理科（廊下）

５年算数（多目的室）

４年社会科（教室）

全学年特別活動（体育館）
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（第２回部会発表資料を基に概要資料を作成）

備前市のICT整備状況

２．備前市におけるICT機器の活用状況～フューチャールームの実践～（備前市教育委員会）

【発表の概要】

●平成27年1月に児童生徒１人１台タブレット端末を導入、平成28年度に小中学校の各１教室を「フューチャールーム」として整備

●グループ学習、発言、発表等の場として整備された「フューチャールーム」では、児童生徒の近くに大きな画面があることで、会話が生まれやすい

フューチャールームでの活動

▸集団と個の切り替え・・・自力解決、テスト

▸掲示物（アナログ）・・・ポスター、通信（学校・学級）

▸姿勢・・・半身の姿勢

❖フューチャールームを教室で実現する場合の課題

▸学習スタイル・環境の選択肢があることによる学びの広がり

▸児童生徒も選択できる投影先の複数確保

❖未来の教室における視点

●フューチャールームのメリットは
複数のプロジェクターにより、児
童生徒の近くに大きな画面がある
ことで、会話が生まれやすい。

●どの環境がいいかというよりは、
授業者の意図に合わせて使い分け
ができることが重要。

フューチャールーム

教室

フューチャールーム
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３．これからの「学び」をささえる環境～こどもたちを主体とした学習環境～（倉斗委員）

（第２回部会発表資料を基に概要資料を作成）

【発表の概要】

●オープン教育、個別的な学び等を支えるためのオープンスペースが普及。これまでの実践による成果や課題を踏まえた取組の深化が必要

●従来型の教室の黒板周りは大幅なスペック不足、これからの学びを支え、コロナ禍においても安心して学べる次世代型の教室（学校）を模索

・ これまでの実践により、教室とオープンスペースを連続させて一体的な空間

として計画された学校（オープンプラン型学習環境）では、学校全体が把握

しやすい、他のクラスとの連携が容易、一体感がある等のメリットがある一方、

音や温熱環境や掲示面の確保等、物理環境面の設計上の課題もある。

・ オープンスペースは動線（廊下）としても使用されるため、学習活動のための

スペースとして使用することに遠慮し、使いにくいと感じるとの指摘もある。

▸音の問題などオープンプラン型学習環境の課題を解決しながら、教育の理念・
目標に対応した新たな学習空間を実現しようとする取組がある

▸主体的に学ぶ方法や場所を選んで学習していく場面が増えていく

▸学習スタイルや学習集団と空間を一緒に考えていくことが重要

❖主体的・対話的で深い学びに向けた取組の深化 ❖「学校（施設）」という実空間の価値を捉え直す

▸教室サイズ（経済的な構造スパン）、働く場としての学校

▸教室の方向性をなくし，個別主体的な学びを実現しようとする教室事例もある

▸施設の複合・兼用・共用など分担的発想

▸今日的学びに相応しい家具・サイズ

▸清掃活動、履き替え、姿勢、板書等の日本的教育要素と空間構成の関係

教室の現状・課題
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第１回部会 発表概要

１．「新しい学び」について（天笠委員）

２．ICT活用の観点から見た新たな学びの姿と教室環境（野中委員）

３．つくば市・みどりの学園の先進的ICT教育（毛利委員）
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１．「新しい学び」について（天笠委員）

●発表の概要

１．中央教育審議会初等中等教育分科会（「答申」）の概要

●全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現

●子供がICTも活用しながら自ら学習を調整しながら学んでいくことができるよう、
「個に応じた指導」を充実することが必要

２．「個別最適な学び」と「協働的な学び」

●「個別最適な学び」と「協働的な学び」の往還を実現する

３．指導方法の多様化とICTの活用

●教師への期待、これまでの実践とICTとの最適な組合せ

４．「授業時数の弾力化」について

●学校裁量の幅の拡大の一環として、教科等ごとの授業時数の配分について
一定の弾力化が可能となる制度を提起

５．教育課程の編成-履修主義・修得主義の適切な組合せ-

（義務教育段階）
●進級や卒業の要件としては年齢主義に基本を置く

●教育課程を履修したと判断した基準については、履修主義と修得主義を適切に
組み合わせる

●それぞれの長所を取り入れた教育課程をめざす

（高等学校段階）
●修得主義と課程主義の要素が取り入れられていることを踏まえて教育課程を検討

（第１回部会委員発表資料を基に概要資料を作成）

学習者の特性や学習進度、
学習到達度などに応じ、指
導方法・教材や学習時間
など柔軟な提供や設定

自らの学習状況を把握し、
学習の進め方について工
夫し、調整しながら粘り強
く取り組む

興味・関心に応じ、課題の
設定、子供自身による情
報の収集、整理、分析、ま
とめ、表現を行うなど、主
体的に学習を最適に

同一学年・学級はもとより、
異学年間の学びや他の学
校の子供たちとの学び合
い

同じ空間で時間をともにす
ることで感覚を働かせなが
らお互いを刺激し合う

様々な場面でリアルな体
験を通して共に学ぶ

【個別最適な学び】 【協働的な学び】
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２．ICT活用の観点から見た新たな学びの姿と教室環境（野中委員）

●発表の概要

１．１人１台端末環境での学び（学びの転換）

●学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力

●一斉学習から個別学習、協働学習にシフトした普通教室の在り方の検討が必要

２．教えるための教室環境から学ぶための教室環境へ

●諸外国の教室（机の配置、黒板、特別教室）

●教室の大きさ・形は多様、学習用の机はグループ型配置

３．ポストコロナ時代の新たな学び（少人数の視点）

●遠隔教育、ハイブリッド対応（音声、２画面）

４．GIGAスクール構想による全く新しいICT環境

●机の大きさや機材の設置スペース、設置方法等が課題

●クラウド上でのコミュニケーションや協働作業時には教室（机の配置）という
概念は不要になる？

（第１回部会委員発表資料を基に概要資料を作成）

１人１台端末を活かした学びの変容
～一斉学習から多様な学習活動を展開する学びの場へ ～
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３．つくば市・みどりの学園の先進的ICT教育（毛利委員）

●発表の概要

１．21世紀型スキルを育み子供が輝くつくば市ICT教育

・世界のあしたが見える学校 みどりの学園グランドデザイン

・ワクワクする学びを実現する最先端ICT環境

２．オンライン学習

・オンライン学習動画作成（500本以上）

・学年教科を超えた、いつでもどこでも学べる「つくば教育クラウド」

・分散登校、自宅での学習

３．ネットワークを活用したICT教育

・全員授業参加型アクティブ・ラーニング、各教科での取組事例

・登校できない児童にライブ配信

・超高速インターネット5Gでテレビ会議

４．先進的教育を推進するための課題

・GIGAスクール1人1台環境：超高速インターネット、校内どこでも高速無線LAN

・デジタル教科書等の提示：大型提示装置（70インチ以上）、できれば壁埋込

・教室でのPC活用：タブレットが利用できる大型天板机

・オンライン・リモート授業対応：各教室や児童生徒用個室

・プログラミング、アクティブラーニング：円形テーブル、プログラミング用高速処理PC

（第１回部会委員発表資料を基に概要資料を作成）

ワクワクする学びを実現する最先端ICT環境
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